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福音書からのメッセージ 

主は言われた。「もしあなたがたにからし

種一粒ほどの信仰があれば、この桑の木に、

『抜け出して海に根を下ろせ』と言っても、

言うことを聞くであろう。 

（ルカによる福音書 17 章 6 節） 

 

「わたしどもの信仰を増してください」、

今日の箇所の冒頭で、弟子たちはこのよう

にイエス様に頼みます。イエス様と弟子た

ちは、エルサレムへと向かって歩いていま

した。イエス様はすでに二度、ご自分の受

難を予告されており、その道行きは十字架

に向かうものだと誰もが気づいていまし

た。十字架、それは当時のユダヤ人にとっ

ては死刑の道具以外の何物でもありませ

んでした。そして十字架を背負って歩くこ

ととは、死刑執行の場所に歩いていくこと

を意味していました。 

十字架へと向かうその途中で、イエス様

は弟子たちを教えていきます。しかしその

一つ一つの教えは、弟子たちに対して「こ

んな自分でいいのだろうか」という思いを

持たせるものでしかありませんでした。そ

してイエス様の命じることを何一つでき

ない自分を知ったときに彼らがとった行

動は、イエス様に信仰を増してほしいと頼

むことでした。 

この弟子たちの気持ちが、わたしにはわ

かるような気がします。例えばこのような

イエス様の教えがあります。「悪人に手向

かってはならない。だれかがあなたの右の

頬を打つなら、左の頬をも向けなさい」。

果たしてわたしには、そんなことができる

のだろうか。実際に頬を打たれなくても自

分が嫌な思いになるような言葉を掛けら

れたときに、わたしは相手に対して左の頬

を向けるような態度で接することなどで

きるのかと思うのです。そうではなく相手

の右の頬も左の頬さえも、打ち返したいと

思ってしまう自分が

います。そのときに

自分の信仰のなさを

感じるのですね。 

イエス様はその弟

子たちに、「からし種

一粒ほどの信仰があ

れば」と返します。

「あなたたちは信仰

というが、からし種ほどのちっぽけな信仰

すら持っていないのではないか」と言われ

るのです。信仰とは神さまからの恵みに対

する応答です。神さまがまず与えてくださ

ったから、信仰が生まれるのです。神さま

から素晴らしいものをいただいたことに

感謝して、神さまに対して心を向けること

が信仰なのですね。 

弟子たちには、神さまからの恵みがなか

なか理解できなかったのかもしれません。

しかしイエス様の十字架を経て、十字架に

つけられ復活されたイエス様こそが、神さ

まから与えられた一番のお恵みだという

ことに気付かされたのです。復活のイエス

様が目の前に現れて初めて、彼らは神さま

に対して心から応答できました。つまり本

当の信仰を持つことができたのです。 

わたしたちも同じです。神さまが与えて

くれた大きな恵みにわたしたちが気づか

されるときに、わたしたちは神さまの方に

心を向き直すことができます。神さまから

頂いた愛を知り、応答する。それが信仰な

のです。 
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